
 

 

 

 

令和４年度全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について 

文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、令和４年４月１９日（火）に、３年生

を対象として、「教科（国語、数学、理科）に関する調査」と「生徒質問紙調査」を実施いたしま

した。 

この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたしま

す。 

学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。 

なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側

面に過ぎません。本校では、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。 

１．教科に関する調査結果の概要 

教科・区分 学力調査の分析（傾向や特徴） 
全国平均正答率 

との比較 

国語 

全体的に全国平均を上回っているが、「表現の技法について理解する」趣旨の

問題においては課題があり、今後さらに力を付けていく必要がある。短答式の

問題の一部で無回答率が高いものもあった。 

上回っている 

数学 

全領域にわたって全国平均を上回っている。「数と式」や「関数」の領域では

十分な力が付いているものの、「データの活用」の領域については今後さらに力

を付けていく必要がある。 

上回っている 

理科 

全体的に全国平均を上回っているが、「粒子」を柱とする領域や、「地球」を

柱とする領域の問題の一部に正答率が低いものがあり、基礎的事項をさらに身

に付けていく必要がある。 

上回っている 

２．学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する質問紙調査結果の概要 

質問紙調査の結果分析 

・全国平均と比較して、起床や就寝時刻の規則正しい生活習

慣が身に付いている割合が高く、平日にテレビゲームや携

帯電話、スマートフォンでのゲームをしない割合が高い。

また、学校以外の時間においても家庭等で学習する習慣が

身に付いている割合が高い。 

・読書が好きな生徒が多く、不読率も低い。 

・パソコンやタブレット端末等のＩＣＴ機器は勉強の役に立

つと考えている生徒が多い。 

 

３．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組 

① 教科に関する取組 

・基礎的、基本的な学力は身に付いているが、問題の領域や類型によって無回答率が高いものがある。朝自習や小テ

ストの取組等を継続して行い、粘り強く課題に取り組む態度を育成する必要がある。 

・自分の考えがうまく伝わるよう資料や文章、話の組み立てなどを工夫する生徒の割合が低く、授業の中で自分の考

えをまとめたり、発表したりする機会を増やす必要がある。 

② 家庭生活習慣等に関する取組 

・地域や社会をよくするために何をすべきか考えると回答した割合が高く、実際に地域の行事に参加する生徒の割合

も全国平均と比較して高い。シビックプライドの醸成をめざした取組をより一層充実させていく。 

・豊かな自然に囲まれた生活環境でありながら、自然の中で遊ぶことや自然観察をすることがあると回答した生徒の

割合が低く、学校行事や総合的な学習の時間を活用して自然体験学習の機会を増やす必要がある。 
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